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特
集

　

今
回
、
技
能
実
習
生
（
以
下
、
実
習

生
）
の
受
入
支
援
及
び
監
理
を
行
う
3
つ

の
組
合
に
、
略
歴
と
特
色
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
に
携
わ

る
方
々
か
ら
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
他

に
も
実
習
生
受
入
施
設
（
以
下
、
受
入
施

設
）
で
の
課
題
や
実
際
に
起
き
た
ア
ク
シ

デ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
福
祉
の

現
場
で
活
躍
す
る
実
習
生
や
受
入
施
設
の

生
の
声
を
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
在
り
方
を
考
え
る
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

当
組
合
か
ら
は
各
受
入
施
設
へ
日
本
語

の
教
員
を
派
遣
し
、
毎
週
語
学
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。

　

受
入
法
人
さ
さ
ゆ
り
会
笹
山
周
作
理
事

長
の
「
実
習
生
が
学
び
、
そ
の
後
、
特
定

技
能
ビ
ザ
へ
変
更
し
、
介
護
福
祉
士
の
国

家
資
格
を
取
っ
て
都
市
部
へ
移
っ
て
も
良

い
。
一
人
で
も
多
く
の
実
習
生
の
夢
を
叶

え
た
い
。
」
と
い
う
思
い
を
基
に
、
自
ら

作
成
し
た
介
護
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
、
2

年
計
画
で
1
年
目
は
毎
週
金
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら
12
時
ま
で
、
2
年
目
は
毎
週
土

曜
日
の
午
前
８
時
〜
12
時
ま
で
日
本
人
職

員
1
名
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、
介
護
福
祉
士

受
験
の
勉
強
時
間
を
設
け
て
い
る
。
毎
週

土
曜
日
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
理
事
長
が

（
休
日
返
上
！
で
）
介
護
福
祉
士
受
験
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は

2
0
1
8
年
の
3
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

125
問
の
テ
ス
ト
を
毎
週
土
曜
日
に
実
施
す

る
な
ど
し
て
、
徹
底
し
た
介
護
福
祉
士
受

験
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
実
習
生
の
満
面

の
笑
み
と
、
「
す
ご
く
大
変
で
す
が
、
充

実
し
て
い
ま
す
！
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

的
だ
っ
た
。
ま
た
、
当
該
法
人
で
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
為
の
「
お
祈
り
ス
ペ
ー
ス
」

を
設
置
す
る
な
ど
、
実
習
生
の
文
化
・
生

活
面
に
お
け
る
環
境
整
備
も
非
常
に
重
視

し
て
い
る
。

　

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
い
え
ば
、
実
習
生
１

名
が
緊
急
入
院
し
た
が
、
施
設
と
組
合
が

連
携
し
て
対
応
し
、
現
在
は
元
気
に
現
場

復
帰
し
て
い
る
。

　

http://kusunoki-kaigo.or.jp

　

県
の
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
、
多
く
の
施
設
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ

て
き
た
監
理
団
体
。
ベ
ト
ナ
ム
語
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
通
訳
を
常
勤
に
置
き
、
各
施
設
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
日
本
語
教
育
機
関
を

紹
介
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
携
帯
ア
プ

リ
を
介
し
、
実
習
生
個
々
に
自
学
を
促
す

と
と
も
に
、
日
々
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
も
リ

モ
ー
ト
で
行
っ
て
い
る
。

　

所
長
は
、
「
実
習
生
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
様
々
あ
る
。
し
か
し
日
本
が
受
け
入

れ
る
『
介
護
の
実
習
生
』
に
関
し
て
は
、

専
門
知
識
と
語
学
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
入
国
前
に
課
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の

職
種
の
実
習
生
、
ま
た
、
他
国
の
外
国
人

介
護
人
材
受
入
制
度
に
も
無
い
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
加
味
し
た
日
本
式
の

介
護
を
学
ぶ
為
で
あ
る
。
」
と
、
力
強
く

外
国
人
介
護
技
能
実
習
生
に
対
す
る
そ
の

特
別
性
を
語
っ
た
。

　

当
該
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
の
委
託
事
業

と
し
て
「
職
員
・
外
国
人
材
へ
の
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
」
や
「
E
P
A
か
ら
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
取
得
し
、
現
在
、
福
祉
施
設
の

副
施
設
長
を
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
介

護
士
の
講
演
」
を
計
画
し
て
い
る
。

　

常
勤
の
日
本
語
教
師
を
配
置
し
、
入
国

を
待
つ
実
習
生
へ
の
定
期
的
な
語
学
研
修

を
継
続
。
入
国
後
も
語
学
を
中
心
に
研
修

を
行
い
、
介
護
技
術
に
関
し
て
は
、
各
施

設
の
方
針
に
合
わ
せ
る
よ
う
指
導
。
広
範

囲
の
受
入
希
望
施
設
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
関
東
・
中
部
・
関
西
に
連
携
機

関
を
配
置
し
て
い
る
。

　

上
田
氏
は
、
「
た
だ
単
に
『
働
い
て
く

れ
る
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
る
』
と
考
え

な
い
で
ほ
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
決
心

と
想
い
を
も
っ
て
入
国
す
る
個
々
の
人
生

を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ

る
。
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
当
該
監
理
団
体
は
主
な
受
入
先

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
は
全
員
英
会
話
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
私
生
活
の
面
で
も
、
何
か
起
き
た

時
に
最
低
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
こ
と
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

で
あ
る
。
ま
た
、
技
能
実
習
を
継
続
す
る

に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
手
続
き
な
ど
、
複

雑
な
日
本
語
が
使
わ
れ
る
場
面
で
も
利
点

で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
い
え
ば
、
あ
る
受
入

施
設
で
は
、
母
国
に
い
る
実
習
生
の
10
代

の
娘
が
母
国
で
入
院
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
そ
の
際
、
当
該
施
設
と
組
合
の
判
断

「
技
能
実
習
生

     

受
入
監
理
団
体
を
訪
問
し
て
」

で
緊
急
帰
国
を
決
定
。
直
ち
に
シ
フ
ト
の

調
整
や
フ
ラ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
、
送

迎
な
ど
を
迅
速
に
行
っ
た
。
日
本
へ
の
再

入
国
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
隔
離
期
間
の
宿
泊
手
続
き
と
経
済
的
援

助
を
行
っ
た
。
現
在
は
、
娘
も
退
院
し
本

人
も
現
場
復
帰
し
て
い
る
。

　

今
回
訪
問
し
た
施
設
で
は
、
実
習
生
に

数
名
ず
つ
面
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
際
、
一
般
的
な
日
常
会
話
で
困
る
こ
と

は
全
く
無
か
っ
た
が
、
専
門
用
語
の
多
い

介
護
業
務
の
中
で
は
ど
う
か
と
心
配
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
心
配
は
全
く
の

杞
憂
で
あ
り
、
本
人
た
ち
か
ら
「
現
場
で

の
会
話
の
方
が
、
表
現
に
一
貫
性
が
あ
る

為
、
ス
ム
ー
ズ
に
や
り
取
り
が
で
き
る
」

と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
利
用
者
の

方
々
か
ら
の
評
判
は
非
常
に
良
く
、
日
本

人
に
は
見
慣
れ
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民

族
キ
ャ
ッ
プ
（
ヒ
ジ
ャ
ブ
）
に
関
し
て

も
、
全
く
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
い

う
。
　

国
籍
、
言
葉
、
文
化
、
宗
教
に
お
け
る

多
種
多
様
で
一
見
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

彼
ら
の
笑
顔
と
姿
勢
で
打
ち
消
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
。
ど
こ
の
受
入
施
設
で
も
、
本

当
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
実
習
生
か
ら
、

我
々
の
方
が
力
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

う
。
彼
ら
の
多
く
は
遠
い
故
郷
に
家
族
を

残
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
為
に
精
一
杯

努
力
し
て
い
る
。
忌
憚
な
く
「
お
金
が
必

要
！
で
も
楽
し
い
し
、
も
っ
と
こ
こ
に
居

た
い
！
」
と
語
っ
て
く
れ
た
彼
ら
の
真
摯

な
姿
勢
は
、
深
い
感
謝
と
敬
意
の
念
を
自

然
と
抱
か
せ
る
。
目
的
が
明
確
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
目
の
前
の
大
変
な
作
業
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
が
必
死
に
日
本
の
文
化

を
学
び
、
日
本
の
社
会
に
慣
れ
よ
う
と
努

力
し
て
く
れ
て
い
る
の
と
引
き
換
え
に
、

受
け
入
れ
る
施
設
側
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

文
化
や
彼
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
視

点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
福
祉
施
設
を
運

営
し
て
い
く
法
人
に
と
っ
て
重
要
な
人
材

確
保
と
い
う
課
題
の
解
決
の
糸
口
と
な
る

技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
も
情
報

発
信
し
て
い
く
の
が
我
々
の
使
命
で
あ
る

と
強
く
感
じ
た
。

　

三
組
合
三
様
の
考
え
方
や
方
針
が
あ

り
、
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
今
回
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
か
つ
て

日
本
に
あ
っ
た
「
安
い
労
働
力
を
海
外
か

ら
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
完
全

に
払
拭
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
受
入
施
設
側
の
「
技
術
を
習
得
さ
せ

る
責
任
感
」
だ
け
で
な
く
、
「
現
場
で
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
実
習
生
へ
の
感

謝
」
も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
大
き
な
発
見
で
あ
る
。
ま
た
、
長
期

的
な
視
野
に
は
な
る
が
、
実
習
生
ら
が
永

続
的
な
在
留
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
将
来
、
介
護
現
場
で
働
く
日
本

人
に
負
け
な
い
戦
力
に
な
り
得
る
と
い
う

期
待
も
大
き
い
。

　

最
後
に
、
今
後
も
技
能
実
習
制
度
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の
温
か
い
繋
が
り
を
見

ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

く
す
の
き
介
護
協
同
組
合

2
0
1
8
年
6
月
設
立
　
主
な
受
入
国（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

理
事
長
　
笹
山
博
司
氏

現
在
9
事
業
所
35
名
　
待
機
者
51
名

ひ
ょ
う
ご
外
国
人

     

介
護
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー　

2
0
1
9
年
2
月
設
立
　
主
な
受
入
国（
ベ
ト
ナ
ム
）

所
長
　
齊
藤
和
満
氏

現
在
10
事
業
所
24
名
　
待
機
者
12
名



監理責任者　上田 雅博氏
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今
回
、
技
能
実
習
生
（
以
下
、
実
習

生
）
の
受
入
支
援
及
び
監
理
を
行
う
3
つ

の
組
合
に
、
略
歴
と
特
色
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
に
携
わ

る
方
々
か
ら
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
他

に
も
実
習
生
受
入
施
設
（
以
下
、
受
入
施

設
）
で
の
課
題
や
実
際
に
起
き
た
ア
ク
シ

デ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
福
祉
の

現
場
で
活
躍
す
る
実
習
生
や
受
入
施
設
の

生
の
声
を
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
在
り
方
を
考
え
る
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

当
組
合
か
ら
は
各
受
入
施
設
へ
日
本
語

の
教
員
を
派
遣
し
、
毎
週
語
学
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。

　

受
入
法
人
さ
さ
ゆ
り
会
笹
山
周
作
理
事

長
の
「
実
習
生
が
学
び
、
そ
の
後
、
特
定

技
能
ビ
ザ
へ
変
更
し
、
介
護
福
祉
士
の
国

家
資
格
を
取
っ
て
都
市
部
へ
移
っ
て
も
良

い
。
一
人
で
も
多
く
の
実
習
生
の
夢
を
叶

え
た
い
。
」
と
い
う
思
い
を
基
に
、
自
ら

作
成
し
た
介
護
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
、
2

年
計
画
で
1
年
目
は
毎
週
金
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら
12
時
ま
で
、
2
年
目
は
毎
週
土

曜
日
の
午
前
８
時
〜
12
時
ま
で
日
本
人
職

員
1
名
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、
介
護
福
祉
士

受
験
の
勉
強
時
間
を
設
け
て
い
る
。
毎
週

土
曜
日
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
理
事
長
が

（
休
日
返
上
！
で
）
介
護
福
祉
士
受
験
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は

2
0
1
8
年
の
3
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

125
問
の
テ
ス
ト
を
毎
週
土
曜
日
に
実
施
す

る
な
ど
し
て
、
徹
底
し
た
介
護
福
祉
士
受

験
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
実
習
生
の
満
面

の
笑
み
と
、
「
す
ご
く
大
変
で
す
が
、
充

実
し
て
い
ま
す
！
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

的
だ
っ
た
。
ま
た
、
当
該
法
人
で
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
為
の
「
お
祈
り
ス
ペ
ー
ス
」

を
設
置
す
る
な
ど
、
実
習
生
の
文
化
・
生

活
面
に
お
け
る
環
境
整
備
も
非
常
に
重
視

し
て
い
る
。

　

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
い
え
ば
、
実
習
生
１

名
が
緊
急
入
院
し
た
が
、
施
設
と
組
合
が

連
携
し
て
対
応
し
、
現
在
は
元
気
に
現
場

復
帰
し
て
い
る
。

　

http://kusunoki-kaigo.or.jp

　

県
の
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
、
多
く
の
施
設
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ

て
き
た
監
理
団
体
。
ベ
ト
ナ
ム
語
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
通
訳
を
常
勤
に
置
き
、
各
施
設
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
日
本
語
教
育
機
関
を

紹
介
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
携
帯
ア
プ

リ
を
介
し
、
実
習
生
個
々
に
自
学
を
促
す

と
と
も
に
、
日
々
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
も
リ

モ
ー
ト
で
行
っ
て
い
る
。

　

所
長
は
、
「
実
習
生
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
様
々
あ
る
。
し
か
し
日
本
が
受
け
入

れ
る
『
介
護
の
実
習
生
』
に
関
し
て
は
、

専
門
知
識
と
語
学
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
入
国
前
に
課
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の

職
種
の
実
習
生
、
ま
た
、
他
国
の
外
国
人

介
護
人
材
受
入
制
度
に
も
無
い
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
加
味
し
た
日
本
式
の

介
護
を
学
ぶ
為
で
あ
る
。
」
と
、
力
強
く

外
国
人
介
護
技
能
実
習
生
に
対
す
る
そ
の

特
別
性
を
語
っ
た
。

　

当
該
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
の
委
託
事
業

と
し
て
「
職
員
・
外
国
人
材
へ
の
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
」
や
「
E
P
A
か
ら
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
取
得
し
、
現
在
、
福
祉
施
設
の

副
施
設
長
を
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
介

護
士
の
講
演
」
を
計
画
し
て
い
る
。

　

常
勤
の
日
本
語
教
師
を
配
置
し
、
入
国

を
待
つ
実
習
生
へ
の
定
期
的
な
語
学
研
修

を
継
続
。
入
国
後
も
語
学
を
中
心
に
研
修

を
行
い
、
介
護
技
術
に
関
し
て
は
、
各
施

設
の
方
針
に
合
わ
せ
る
よ
う
指
導
。
広
範

囲
の
受
入
希
望
施
設
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
関
東
・
中
部
・
関
西
に
連
携
機

関
を
配
置
し
て
い
る
。

　

上
田
氏
は
、
「
た
だ
単
に
『
働
い
て
く

れ
る
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
る
』
と
考
え

な
い
で
ほ
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
決
心

と
想
い
を
も
っ
て
入
国
す
る
個
々
の
人
生

を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ

る
。
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
当
該
監
理
団
体
は
主
な
受
入
先

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
は
全
員
英
会
話
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
私
生
活
の
面
で
も
、
何
か
起
き
た

時
に
最
低
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
こ
と
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

で
あ
る
。
ま
た
、
技
能
実
習
を
継
続
す
る

に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
手
続
き
な
ど
、
複

雑
な
日
本
語
が
使
わ
れ
る
場
面
で
も
利
点

で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
い
え
ば
、
あ
る
受
入

施
設
で
は
、
母
国
に
い
る
実
習
生
の
10
代

の
娘
が
母
国
で
入
院
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
そ
の
際
、
当
該
施
設
と
組
合
の
判
断

で
緊
急
帰
国
を
決
定
。
直
ち
に
シ
フ
ト
の

調
整
や
フ
ラ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
、
送

迎
な
ど
を
迅
速
に
行
っ
た
。
日
本
へ
の
再

入
国
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
隔
離
期
間
の
宿
泊
手
続
き
と
経
済
的
援

助
を
行
っ
た
。
現
在
は
、
娘
も
退
院
し
本

人
も
現
場
復
帰
し
て
い
る
。

　

今
回
訪
問
し
た
施
設
で
は
、
実
習
生
に

数
名
ず
つ
面
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
際
、
一
般
的
な
日
常
会
話
で
困
る
こ
と

は
全
く
無
か
っ
た
が
、
専
門
用
語
の
多
い

介
護
業
務
の
中
で
は
ど
う
か
と
心
配
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
心
配
は
全
く
の

杞
憂
で
あ
り
、
本
人
た
ち
か
ら
「
現
場
で

の
会
話
の
方
が
、
表
現
に
一
貫
性
が
あ
る

為
、
ス
ム
ー
ズ
に
や
り
取
り
が
で
き
る
」

と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
利
用
者
の

方
々
か
ら
の
評
判
は
非
常
に
良
く
、
日
本

人
に
は
見
慣
れ
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民

族
キ
ャ
ッ
プ
（
ヒ
ジ
ャ
ブ
）
に
関
し
て

も
、
全
く
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
い

う
。
　

国
籍
、
言
葉
、
文
化
、
宗
教
に
お
け
る

多
種
多
様
で
一
見
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

彼
ら
の
笑
顔
と
姿
勢
で
打
ち
消
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
。
ど
こ
の
受
入
施
設
で
も
、
本

当
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
実
習
生
か
ら
、

我
々
の
方
が
力
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

う
。
彼
ら
の
多
く
は
遠
い
故
郷
に
家
族
を

残
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
為
に
精
一
杯

努
力
し
て
い
る
。
忌
憚
な
く
「
お
金
が
必

要
！
で
も
楽
し
い
し
、
も
っ
と
こ
こ
に
居

た
い
！
」
と
語
っ
て
く
れ
た
彼
ら
の
真
摯

な
姿
勢
は
、
深
い
感
謝
と
敬
意
の
念
を
自

然
と
抱
か
せ
る
。
目
的
が
明
確
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
目
の
前
の
大
変
な
作
業
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
が
必
死
に
日
本
の
文
化

を
学
び
、
日
本
の
社
会
に
慣
れ
よ
う
と
努

力
し
て
く
れ
て
い
る
の
と
引
き
換
え
に
、

受
け
入
れ
る
施
設
側
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

文
化
や
彼
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
学

ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
視

点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
福
祉
施
設
を
運

営
し
て
い
く
法
人
に
と
っ
て
重
要
な
人
材

確
保
と
い
う
課
題
の
解
決
の
糸
口
と
な
る

技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
も
情
報

発
信
し
て
い
く
の
が
我
々
の
使
命
で
あ
る

と
強
く
感
じ
た
。

　

三
組
合
三
様
の
考
え
方
や
方
針
が
あ

り
、
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
今
回
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
か
つ
て

日
本
に
あ
っ
た
「
安
い
労
働
力
を
海
外
か

ら
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
完
全

に
払
拭
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
受
入
施
設
側
の
「
技
術
を
習
得
さ
せ

る
責
任
感
」
だ
け
で
な
く
、
「
現
場
で
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
実
習
生
へ
の
感

謝
」
も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
大
き
な
発
見
で
あ
る
。
ま
た
、
長
期

的
な
視
野
に
は
な
る
が
、
実
習
生
ら
が
永

続
的
な
在
留
資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
将
来
、
介
護
現
場
で
働
く
日
本

人
に
負
け
な
い
戦
力
に
な
り
得
る
と
い
う

期
待
も
大
き
い
。

　

最
後
に
、
今
後
も
技
能
実
習
制
度
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の
温
か
い
繋
が
り
を
見

ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

編
集
委
員

前
川 

義
量

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
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告報会修研

令
和
３
年
度 

介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

日
時
：
11
月
26
日
開
催

開
催
場
所
：
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル 

４
Ｆ 

瑞
天

人
生
の
最
終
段
階
に
向
け
て
の
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
3
年
度日

時
：
11
月
26
日
開
催

開
催
場
所
：
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル 

４
Ｆ 

瑞
天

青山 幸広氏

竹裏 由佳氏

　
今
回
の
講
演
１
部
で
は
、『「
で
き
る
こ

と
を
応
援
す
る
介
護
へ
」
〜
や
っ
て
み
よ

う
×
楽
し
い
×
共
創
〜
』
講
師
：
ケ
ア
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
Ｒ
Ｘ
組　
代
表　
青
山
幸
広

氏
の
体
験
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
青
山
氏
は
青
森
県
に
生
ま
れ
、
保
育
士

を
経
て
介
護
職
と
な
り
、
ご
自
分
の
親
を

介
護
さ
れ
た
体
験
を
通
し
て
の
気
づ
き
、

介
護
現
場
で
編
み
出
し
た
元
気
を
引
き
出

す
「
楽
ワ
ザ
介
護
術
」
の
指
導
普
及
や
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
意
識
改
革
、
業
務
改

革
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い

る
。
　
介
護
の
介
は
媒
介
（
き
っ
か
け
）
の
意

味
…
あ
き
ら
め
た
ら
そ
の
人
の
人
生
も
終

わ
る
。
元
気
に
な
る
（
コ
コ
ロ
・
カ
ラ
ダ
）

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
問
題
点
だ
け

を
探
り
対
応
す
る
こ
と
よ
り
も
、
で
き
る

事
や
し
た
い
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

問
題
で
は
な
く
な
る
。

解
決
志
向
の
視
点
か
ら
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
話
さ
れ
る
。

　
体
験
談
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
項
目

が
あ
っ
た
。

　
⑴
介
護
の
三
原
則
①
寝
た
き
り
に
し
な

い
さ
せ
な
い
（
自
然
な
動
き
を
大
切
に
し

た
環
境
作
り
や
介
護
技
術
・
関
係
性
）②

主
体
性
個
性
を
引
き
出
す
（
姿
勢
・
空
間
・

タ
イ
ミ
ン
グ
・
相
性
）③
生
活
習
慣
を
守

る
（
自
分
の
時
間
・
家
族
や
友
人
と
の
時

間
・
社
会
の
地
域
活
動
の
時
間
）⑵
環
境

の
ポ
イ
ン
ト
①
浴
室
②
ト
イ
レ
③
キ
ッ
チ

ン
⑶
問
題
志
向
か
ら
解
決
志
向
へ
ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
い
て
、
そ
の
方
の
本
当
に
し
た

い
こ
と
。
行
動
に
見
え
る
思
い
を
知
る
こ

と
。
理
論
で
は
な
く
経
験
値
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。
一
斉
一
律
の
支
援
で
な
く
介

護
す
る
側
、
さ
れ
る
側
が
楽
し
く
な
い
と

継
続
で
き
な
い
。
出
来
な
い
と
決
め
つ
け

ず
、
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
行
動
す
る

チ
ー
ム
力
を
上
げ
る
た
め
に
も
必
要
な
環

境
を
整
え
、
お
年
寄
り
が
主
役
に
な
る
施

設
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
全
力
を
注
が

れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
青
山
氏
よ
り
自
分
が
入
り
た

い
施
設
作
り
、
介
護
は
そ
の
方
の
良
い
所

を
見
る
。
看
護
は
そ
の
方
の
悪
い
所
を
見

る
。
心
も
動
け
ば
体
も
動
く
。
介
護
に
は

正
解
は
な
い
。
解
決
志
向
型
の
考
え
が
必

要
で
あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
『
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
人
生
会
議

〜
人
生
の
最
終
段
階
に
む
け
て
〜
』
と
題

し
て
、
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
竹
裏

由
佳
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
終
活
」、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

と
い
う
言
葉
は
、
お
年
寄
り
が
す
る
こ
と

で
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
が
ち
で
あ

る
が
、竹
裏
氏
は
「
死
は
誰
に
で
も
訪
れ
、

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
い
つ
始

め
て
も
い
い
も
の
。
終
活
を
人
生
の
最
期

へ
の
準
備
と
捉
え
な
い
で
、
未
来
を
考
え

な
が
ら
、
今
を
楽
し
く
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
の
も
の
。」
だ
と
話
さ
れ
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
く
た
め
に

は
、
家
の
片
づ
け
を
し
な
が
ら
、
自
分
の

こ
と
を
知
る
た
め
に
３
つ
の「
間
」（
時
間
・

空
間
・
人
間
関
係
）
を
整
え
る
セ
ル
フ
ケ

ア
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
人
に
見
せ

る
も
の
、
共
有
す
る
も
の
で
、
自
分
で
で

き
な
く
な
っ
た
時
、
自
分
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
で
誰
に
伝

え
た
い
か
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
書
く
と
よ

い
。「
何
が
し
た
い
」「
ど
こ
に
行
き
た
い
」

「
会
い
た
い
人
は
？
」
な
ど
ワ
ク
ワ
ク
す

る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
自
由
に
書
い
て
よ

い
、
1
回
書
い
た
ら
終
わ
り
で
な
く
更
新

し
て
い
く
（
更
新
日
記
入
）
こ
と
が
大
事

と
話
さ
れ
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
内
容
は
、①

自
分
の
基
本
情
報　
正
し
い
漢
字
（
読
み

か
な
）、
愛
称
、
生
年
月
日
（
和
暦
、
西

暦
と
も
）、
住
所
（
郵
便
番
号
も
）
本
籍

地
な
ど　
②
も
し
も
の
時
の
連
絡
先
（
3

人
）③
自
分
の
体
の
こ
と
④
食
事
の
こ
と

（
好
き
嫌
い
な
ど
）⑤
好
き
な
こ
と
⑥
判
断

能
力
が
低
下
し
て
き
た
ら
？
⑦
も
し
も
の

と
き
⑧
葬
儀
・
お
墓
の
こ
と
⑨
財
産
の
こ

と
⑩
大
切
な
も
の
な
ど
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
く
こ
と

で
、
今
ま
で
ど
こ
で
、
だ
れ
と
ど
う
過
ご

し
て
き
た
か
を
思
い
出
し
な
が
ら
整
理

し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
過
ご
し
た
い
か
、
ど

う
な
り
た
い
か
な
ど
自
分
自
身
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
家
族
や
介
護
す
る
者
は
、
最

期
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
お
手
伝
い

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
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山藤 祐子氏

北　茂正氏坂本 哲也氏

小濱 道博氏

令
和
4
年
1
月
26
日
（
水
）
・
27
日
（
木
）
開
催

場
所
／
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

令
和
3
年
度

　

令
和
3
年
度
施
設
長
研
修
会
が
令
和
4

年
1
月
26
日
（
水
）
・
27
日
（
木
）
の
2

日
間
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
さ
れ

た
。
　

研
修
1
日
目
、
当
会
伊
富
貴
会
長
に
よ

る
県
老
協
の
事
業
進
捗
状
況
及
び
国
や
県

へ
の
陳
情
に
つ
い
て
の
基
調
報
告
の
後
、

最
初
の
講
演
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
合
同
会
社
代
表

　

山
藤
祐
子
氏
よ
り
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
が
起

こ
っ
て
い
る
組
織
の
本
当
に
怖
い
こ
と
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
同
じ
職
場
で

働
く
者
に
対
し
て
、
業
務
の
適
正
な
範
囲

を
超
え
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る

行
為
で
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
る

職
場
の
特
徴
は
、
職
場
の
風
通
し
が
悪
く
、

様
々
な
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
、
権
力

や
立
場
が
他
者
に
与
え
る
圧
力
の
認
識
不

足
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。
一
方
で
、
誰
も

が
行
為
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
つ
こ
と
、
こ
れ
ら
を
防
止
す
る

に
は
、
ま
ず
職
場
風
土
を
属
人
化
せ
ず
現

状
を
把
握
す
る
こ
と
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
意
識
啓
発
を
行
う
。
相
談
窓
口
の

設
置
や
意
見
交
換
が
で
き
る
職
場
環
境
の

醸
成
と
、
継
続
的
な
社
員
教
育
の
実
施
が

効
果
的
で
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
活
用
、
常
に
情
報
や
知
識
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
を
繰
り
返
し
、
情
報
は
職
場

施
設
長
研
修
会

5

内
で
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
話

さ
れ
た
。

　　

続
い
て
、
『
介
護
報
酬
改
定
と
介
護
経

営　

よ
も
や
ま
話
』
と
題
し
、
小
濱
介
護

経
営
事
務
所
代
表　
小
濱
道
博
氏
に
よ
る

講
演
で
は
、
昨
春
の
報
酬
改
定
の
現
状
と

課
題
、
処
遇
改
善
補
助
金
、
B
C
P
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

介
護
職
員
処
遇
改
善
支
援
補
助
金
に
つ

い
て
の
詳
細
な
通
知
は
、
研
修
日
に
お
い

て
も
未
だ
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
現
場
の
混

乱
が
予
想
さ
れ
る
。
６
月
よ
り
補
助
金
が

交
付
さ
れ
、
10
月
以
降
は
加
算
に
移
行
、

利
用
者
負
担
が
増
え
る
分
、
そ
れ
に
見
合

う
だ
け
の
介
護
の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ

る
。
L
I
F
E
を
介
し
た
科
学
的
介
護
に

資
す
る
デ
ー
タ
の
全
国
平
均
値
が
近
々
提

供
さ
れ
る
予
定
。
平
均
値
と
比
べ
自
施
設

の
評
価
を
他
職
種
で
共
有
、
分
析
し
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
か
ど
う
か
が
差
別

化
戦
略
と
な
る
。
令
和
6
年
は
大
規
模
改

正
が
見
込
ま
れ
、
と
れ
る
加
算
は
全
て
と

る
こ
と
が
必
須
で
介
護
の
質
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
る
。
人
材
不
足
対
策
に
は
、
い

か
に
働
き
た
い
と
思
う
職
場
に
な
れ
る
か

が
重
要
と
話
さ
れ
た
。

　

研
修
２
日
目
は
、
兵
庫
県
健
康
福
祉
部

法
人
指
導
室
長　
北
茂
正
氏
と
兵
庫
県
参

事
（
ビ
ジ
ョ
ン
担
当
）
坂
本
哲
也
氏
に
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
兵
庫
県
の
動
向
に
つ

い
て
講
演
し
て
頂
い
た
。

　

ま
ず
、
北
室
長
か
ら
は
具
体
的
な
デ
ー

タ
事
例
で
、
井
戸
知
事
か
ら
斎
藤
知
事
へ

の
交
代
に
よ
り
新
た
な
県
政
が
始
ま
っ
た

現
在
の
兵
庫
県
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

監
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
令
和
2
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
実
施
率
が
前
年
比
3
分
の
1
と
な
っ

た
現
状
や
実
施
し
た
監
査
に
お
け
る
具
体

的
な
指
摘
事
項
の
解
説
、
ま
た
県
所
管
社

会
福
祉
法
人
の
経
営
適
正
化
へ
の
経
営
分

析
と
経
営
不
振
の
法
人
に
対
す
る
指
導
や

助
言
の
体
制
、
さ
ら
に
介
護
施
設
等
に
お

け
る
災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
運
用
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

引
続
き
坂
本
参
事
よ
り
冒
頭
、
現
在
の

県
内
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

中
で
、
感
染
者
の
病
床
使
用
率
上
昇
に
伴

う
一
般
医
療
の
逼
迫
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
現
状
を
踏
ま
え
、
対
策
推
進
に
関
す
る

説
明
の
後
、
「
躍
動
す
る
兵
庫
の
未
来
を

考
え
る
」
と
題
し
、
次
世
代
を
担
う
若
者

や
子
供
た
ち
が
地
元
に
安
心
し
て
定
着
出

来
る
経
済
・
福
祉
社
会
の
構
築
、
そ
し
て

他
府
県
や
官
民
の
連
携
と
対
話
を
重
視
し

た
オ
ー
プ
ン
な
県
政
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

講
演
し
て
頂
い
た
。

　

２
日
間
の
研
修
を
通
じ
て
、
報
酬
改
定

か
ら
事
業
所
運
営
に
課
せ
ら
れ
る
課
題
を

再
認
識
し
、
行
政
と
の
情
報
の
共
有
と
連

携
、
協
力
を
図
り
な
が
ら
地
域
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
行
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め

て
感
じ
た
。

編
集
委
員

森 

理
恵
、
浅
井 

愛
子
、
古
市 

明
彦

ザ
ン

ト
ウ
ユ
ウ

コ
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介紹員会

特別養護老人ホーム けま喜楽苑
介護老人福祉施設／阪神ブロック

社会福祉法人 きらくえん
特別養護老人ホーム けま喜楽苑
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 堀口 明子

併設事業

住所 〒661-0982 兵庫県尼崎市食満2丁目22番1号
ＴＥＬ 06-6493-8300 ＦＡＸ 06-6493-8320
ak-horiguchi@kirakuen.or.jp

定員数 入所55名

短期入所生活介護・通所介護・グループホー
ム・居宅介護支援・ホームヘルプサービス・
地域包括支援センター・配食サービス

　
「
け
ま
喜
楽
苑
」
は
、
法
人
が
運
営
す

る
４
つ
目
の
施
設
と
し
て
、
２
０
０
１
年

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
既
存
３
施
設
に
お

け
る
人
権
尊
重
の
理
念
と
実
践
を
引
継

ぎ
、
入
居
者
１
人
ひ
と
り
の
個
別
性
と

居
住
性
を
考
慮
し
た
ソ
フ
ト
（
ケ
ア
）
と

ハ
ー
ド
（
環
境
）
の
構
築
に
取
り
組
む
た

め
、
制
度
に
先
駆
け
て
全
個
室
化
・ユニッ

ト
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

施
設
は「
介
護
を
行
う
場
」で
は
な
く
、

「
暮
ら
し
の
場
」（
ケ
ア
付
き
の
住
宅
）
で

す
。
お
引
っ
越
し
（
入
居
）
か
ら
終
末
期

に
至
る
ま
で
、
入
居
者
に
生
活
の
主
体
者

と
し
て
、〝
そ
の
人
ら
し
さ
〞や
役
割
を
発

揮
し
な
が
ら
自
由
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
、
援
助
の
方
針
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
施
設
主
催
の
季

節
行
事
や
学
習
会
の
開
催
、
地
域
の
祭

り
へ
の
参
加
、
保
育
所
や
学
校
と
の
交
流

事
業
を
行
って
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
春
に
は
、
開
設
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
目
を
向
け
て
、
法
人
理

念〝
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョン
〞を
実
践
し
て

い
き
ま
す
。

通所介護事業所 ぶる～むデイサービス
デイサービス／阪神ブロック

社会福祉法人 ヘルプ協会
通所介護事業所 ぶる～むデイサービス
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 山根 由紀子

住所 〒664-0887 兵庫県伊丹市南野北１丁目３番４４号
　　　　　　南野ローズヴィラ１０２号
ＴＥＬ ０７２・７７９・９３００ ＦＡＸ ０７２・７７９・９３３０
bloom.ds@helkyo.or.jp

定員数 定員18名

•
総
合
的
な
方
針

　

利
用
者
主
体
の
尊
厳
と
人
権
を
守
り

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
馴
染

み
の
関
係
づ
く
り
や
個
別
援
助
の
視

点
・
環
境
整
備
な
ど
を
お
こ
な
い
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

•
ぶ
〜
む
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
心
地
よ
く

過
ご
し
て
頂
く
為
に…

　

誰
も
が
特
別
な
一
人
で
あ
る
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
・
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
あ
な
た
だ

け
。

あ
な
た
だ
け
、
私
だ
け
の
個
性
を
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
で
食
事
が
心
配…

　

朝

は
ゆ
っ
く
り
寝
て
い
た
い…

　

誰
か
と

一
緒
に
話
し
た
い…

お
風
呂
に
安
心
し
て
入
り
た
い…

ひ
と

り
ひ
と
り
の
希
望
や
体
調
、
ペ
ー
ス
に

沿
っ
た
援
助
を
行
い
ま
す
。

　

季
節
の
行
事
・
個
別
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
実
施
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　

入
浴
は
ひ
と
り
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
リ
フ
ト
浴
も
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
足
元
が
不
安

定
な
方
も
安
心
し
て
ゆ
っ
た
り
と
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
も
て
る
力
と
役
割
、

そ
の
人
ら
し
さ
が
発
揮
出
来
る
援
助
を

行
い
ま
す
。
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デイサービスセンター 口吉川
通所介護／東播磨ブロック

社会福祉法人 三木市社会福祉協議会
デイサービスセンター 口吉川
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 豊﨑 ゆかり

住所 〒673-0741 三木市口吉川町殿畑144番地
ＴＥＬ 0794-68-9009  ＦＡＸ 0794-88-2822
kuchiyokawa-day@miki.or.jp

定員数 定員35名

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
口
吉
川
は
、

平
成
７
年
に
開
設
し
、
今
年
で
２８
年
目

を
迎
え
ま
す
。
場
所
は
、
三
木
市
の
北

東
部
に
位
置
し
、
山
や
田
ん
ぼ
な
ど
自
然

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
あ
り
ま

す
。
社
協
が
運
営
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
住
民
主
体
と
住
民
自
治
に
よ
る

地
域
福
祉
の
推
進
」
を
基
本
理
念
に
利

用
者
が
い
つ
ま
で
も
自
宅
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
自
立
支

援
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
な
か
で
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
緑
豊
か
な
土
地
柄
を
生
か
し
た
畑
づ

く
り
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
収
穫
し
た
さ
つ

ま
芋
と
近
所
の
方
か
ら
頂
い
た
も
み
殻
で

行
う
焼
き
芋
大
会
は
、
毎
年
大
変
好
評

で
利
用
者
の
皆
さ
ま
も
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
口
腔
ケ
ア
巡
回
や
提
携
病
院
か
ら
の
理

学
療
法
士
派
遣
な
ど
、
心
身
機
能
の
向

上
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数
多
く

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用

者
一人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
第
一に
、
誰
も
が

笑
っ
て
過
ご
せ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

特別養護老人ホーム 志深の苑
介護老人福祉施設／姫路ブロック

社会福祉法人 三光志福祉会
特別養護老人ホーム 志深の苑
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 小西 功一

併設事業

住所 〒671‐0231 姫路市御国野町深志野1430番地
ＴＥＬ 079‐253‐7817  ＦＡＸ 079‐253‐7810
info@sankoushi.or.jp

定員数 入所70名

地域密着型特別養護老人ホーム・短期入所生
活介護・通所介護・グループホーム・ケアハ
ウス・居宅介護支援

併設事業 居宅介護支援

　

自
然
豊
か
で
広
大
な
敷
地
の
中
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
従
来
型
・
ユ

ニ
ッ
ト
型
）、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
を
併
設
、
加
え
て
地
域
密
着

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
29
床
）、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
10
床
）、
居
宅
介

護
支
援
事
業
を
新
た
に
増
設
し
、
姫
路

市
東
部
に
お
い
て
20
年
以
上
に
わ
た
り

育
て
て
き
た
「
地
域
か
ら
の
信
頼
」「
お

客
様
の
笑
顔
」「
誇
れ
る
人
財
」
の
更

な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
に
と
っ
て
必
要
で
望
ま
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
安
心
し
て
選
択
し

利
用
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ

ス
は
同
じ
敷
地
の
中
で
展
開
し
て
お

り
、
ま
た
積
極
的
な
個
別
外
出
や
ケ
ア

の
実
施
、
看
取
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

お
客
様
が
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で
、
い

つ
ま
で
も
長
く
、
心
地
よ
く
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
環
境
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
だ
け
で

な
く
、
お
客
様
が
介
護
を
必
要
と
す
る

中
で
、
ま
ず
人
と
し
て
当
た
り
前
に
願

う
一
人
ひ
と
り
の
『
思
い
』
に
寄
り
添

い
、
応
え
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、

施
設
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。
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編集
後記

　会員事業所の皆さまにおかれましては、今年度も本会事業推進について、ご理解、ご協力を賜りありがとうございました。
　新型コロナウイルス（オミクロン株）の爆発的な感染拡大により、事業所運営にご苦労が絶えない中、本会独自の介護職
員応援スキームにより、ご登録いただいた方とマッチングし運用いたしました。ウイズコロナの生活はまだまだつづきそう
ですが、来年度も引き続き、会員事業所の皆様とともに事務局も一丸となって、迅速な情報収集や情報提供により、感染防
止対策や非常事態に対応できるよう努めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

信通クッロブ

部会・委員会通信

◆阪神ブロック
〇12月8日 デイ部会研修会（オンライン開催）
　テーマ別意見交換会「コロナ禍の中でのレクリエーション・家族、事業所
　　　　　　　　　  連携・稼働率確保 他」

〇１２月１０日 第３回 意見交換会・施設長会（オンライン開催）
　テーマ別意見交換会「制度改定等に伴う運営状況、人材確保（採用）・
 　　　　　　　　　    人材育成、感染症関係について」
〇3月10日 第4回 研修会・施設長会（オンライン開催）
　テーマ：「介護施設内での転倒に関するステートメント」
　講　師：大河内 次郎 氏
　　　　　社会医療法人若弘会 介護老人保健施設 竜間之郷 施設長　
　　　　　公益財団法人全国老人保健施設協会 常務理事 学術委員長 等

◆姫路ブロック
〇1月24日 「LIFE及び栄養ケアマネジメントについて」（オンライン開催）
　講師：兵庫県栄養士会 理事 社会福祉法人きらくえん 高齢者福祉施設
　　　けま喜楽苑 管理栄養士　檜垣 友美 氏
〇2月15日 「姫路の看取りについて」（オンライン開催）
　講師：姫路市医療介護連携会議 看取り部会担当医師 辰巳内科医院
　　　　辰巳 和宏 氏

◆東播磨ブロック
〇1月18日 「VR認知症体験会」
　　　　　  コロナ感染拡大のため中止とし、来年度以降開催予定。

◆丹波ブロック
〇2月18日 全体研修会（オンライン開催）
　「高齢者虐待防止・身体拘束防止研修～支え合うコミュニケーション、
　  お互いを大切にするコミュニケーション～」
〇3月7日 ケアプラン研修会（オンライン開催）
  「ケアマネジメント情報交換会」

◎ 介護保険推進委員会

◎ 介護人材確保推進委員会

◎ 調査研究委員会

◎ 編集委員会

◎ ケアプラン委員会

◎ 研修委員会

◎ 養護部会

◎ 軽費・ケアハウス部会

◎ デイ部会

◎ 地域サポート施設推進事業

介護報酬改定の影響調査を実施・分析したものをホームページに掲載し
ております。又本調査に基づき厚生労働省、国会議員との意見交換を行
いました。（詳細は、かけはし111号号外等に掲載）

令和４年１月26日（水）～27（木）ハイブリッド形式による施設長研修会を
開催しました。
令和４年3月末に認知症介護基礎研修を開催予定です。
令和４年度も現場の声に応える研修会を企画してまいりますので、多く
のご参加をお待ちしております。

令和４年１月１８日(火）施設長研修会を開催しました。
令和４年度も軽費・ケアハウスの現状と課題に目を向け、研修会の企画や
調査に繋げていきたいと思いますのでご協力お願いします。

令和４年２月１０日に施設長研修会を開催しました。
令和４年度にむけて多様化するニーズに対応した研修会を企画しており
ますので、積極的なご参加をお待ちしております。

令和４年３月２日に、「ＩＣＴ化推進に向けての現場職員の動機付け」と題し、
管理者研修会を開催する予定です。

本会会員から６８施設が認定を受けています。１月２０日に「令和4年度認
定施設募集要項説明会」と認定施設による「事例発表会」を開催しまし
た。各施設とも、「見守り」「安否確認」を基本としつつ、「防災支援」「自
治会活動」等、活動の幅がますます広がっています。

令和３年度に実施した、「ケアプラン作成について」の会員施設実態調査
の報告書を現在とりまとめています。
後日、まとめた結果を皆様にご報告させていただきます。

モデル施設を１０施設選出してＢＣＰの作成を行っており、会員事業所に発
表できるよう準備しています。

令和4年度かけはし発行に向け、取り上げて欲しい事柄や、会員事業所
の取組み等の情報をお寄せ下さい。

当協会では、介護現場で働く職員が圏域内の中学校等を訪問し、介護の
仕事の魅力を伝える「出前授業」を随時実施しています。将来の介護の
担い手となる小学生・中学生・高校生・大学生やその保護者・教員に向け
て介護の仕事の魅力を発信しています。さらに今年度は、イメージアップ
ＰＲ事業の一環で、マイナビの配信力を活用し、「学生の窓口」に記事を
掲載し、Twitterでも発信しました。本会ＨＰからリーフレット、動画を閲
覧しやすくなりましたので是非ご活用ください。令和４年度も就職出前
プレゼンテーションを実施します。

◆淡路ブロック
〇12月16日 看護師・介護職員研修会（オンライン開催）
　「ハラスメント防止研修（現場にいる大切な介護スタッフと利用者様を
　  守るために今知るべき大切なこと）」
　講師：特定社会保険労務士 さくら労務管理事務所 北井 一行氏

◆但馬ブロック
〇3月23日 栄養士・調理業務職員研修（オンライン開催）
　第一部「新型コロナウィルス感染症
　　　　　　　　　　県内における発生状況と感染対策」
　講　師：朝来健康福祉事務所 渡部 雅博氏
　第二部「厨房内の衛生管理」
　講　師：ナリコマエンタープライズ 飴谷 翔子氏、西崎 友子氏

◆ 青年部会 会員募集中 ◆
〔入会条件〕

〔目　　的〕

正 会 員

賛助会員

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、
老人福祉事業後継者としての研鑽と会員相互の
親睦をはかることを目的とする。

【青年部会 事務局】 特別養護老人ホームたちばな苑 山岡 TEL （0799）27-0146

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、並びに申込書送付は

下記、青年部会 事務局まで。

50歳以下の施設長もしくは施設長の
推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： ５,０００円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： １０,０００円

県 老 協 加 入 施 設 数 Ｒ４．３．１現在

※ 賛助会員 1事業所（内訳：団体）

会
　
　
員

特 養 養 護 軽 費 ケアハウス デイサービス 計
阪　神
東播磨
姫　路
西播磨
但　馬
丹　波
淡　路
計

6
6
3
5
3
4
4
31

66
63
42
28
25
11
21
256

71
72
39
36
40
13
16
287

21
20
8
2
6
3
2
62

0
1
0
0
0
0
0
1

164
162
92
71
74
31
43
637
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